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(別紙様式) （Ａ３判横）

令 和 ４ 年 度 学 校 評 価 総 括 表 （ 徳島県立徳島科学技術高等学校 全日制課程 ）
科学技術の高度化・複合化，社会の変化や産業界の要望に対応した専門教育を展 Ａ 十分達成できた C 変化の兆しがあった

基本方針 開する。 達成度
Ｂ 概ね達成できた D 達成が不十分であった

① 礼儀，責任，勤労，技術の調和のとれた教育を推進し，心豊かで創造力に富み，
主体的・協働的に行動できる人間を育成する。

テーマ
基本目標 ② 基本的人権を尊重し，自他を大切にし，地域社会や国際社会に貢献できる人間 規範意識や倫理観の高揚に努め，豊かな人間性を育むとともに，ＳＳＨでの取組を主体的・

を育成する。 対話的で深い学びの実現につなげ，目標や課題に粘り強く挑戦するチェレンジ精神や，社会の
変化に対応できる力を養う教育を推進する。

③ 技術革新や社会の要請に対応しうる，実践力を身につけた技術者を育成する。
本年度の具体的目標

① 文武両道を実践し，何事にもチャレンジ精神をもって，主体的に取り組むとともに他者と
① 進学希望者と就職希望者の両者を支援するハイブリッド型（複線型の進路体系） 協働する態度を養う。 ［主体的・協働的に取り組む姿勢の育成］
教育システムを生かし，生徒の知識・技術・技能・態度を育成する教育を展開す
る。 ② 社会的・職業的自立に必要な知識・技術・技能・態度を身につけ，社会の変化に対応でき，

重点目標 地域社会や産業界に貢献し得る実践的な技術者を育成する。 ［専門教育の推進］
② 工業・水産教育を核とした教育活動全体を通して，目標を設定し挑み続け，主
体的に学習し，他者と協働できる人材の育成を図る。 ③ 「徳島県キャリア教育推進指針Ⅱ」に基づき，変化の激しい社会を生き抜く力を身につけ

るキャリア教育を推進する。 ［キャリア教育の充実］
③ 持続可能な社会の実現に向けた取組や技術者としての規範意識や倫理観の育成
など，これからの社会に求められる特色ある教育活動を実践する。

年度総合評価

重 点 課 題 SSH部 人権教育 学習指導 生徒指導 進路指導 教育相談 環境教育 防災教育 保健安全教育 特別活動 工業・水産教育 家庭・地域との連携
特別支援教育

番 号 １，２ ３，４ ５，６，７ ８，９ 10，11，12，13 14，15 16 17 18 19，20 21，22 23，24

総 合 評 価 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

学 校 自 己 評 価

年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）
年 度 目 標

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

１ ＳＳＨ部 ① 課題研究発表会等によ ① 年度末にＳＳＨ研究発表会を開 ① 各コースごとに研究テーマ （評価指標による達成度） （達成度） ① 各コース１テーマ以上発 ① 学校自作のSCITEC-HI
① ＳＳＨ事業 り，プレゼンテーション 催する。 を発表する。 ① ＳＳＨ研究発表会で，６ Ａ 表をすることで，ＳＳＨに ノートの導入により，課
の取組を行う 能力の育成を図り，主体 発表を11テーマ以上とす テーマの口頭発表と11テー 関する意識付けができ，プ 題研究の高度化に取り組
ことにより， 的に取り組む能力を養 る。 マの動画発表を行った。 （所見） レゼンテーション能力の向 み，科学技術人材の育成
理数系教育を う。 ② 各種コンテスト，発表会等に積 ② 各種コンテスト等に参加 ② 全国や四国地区，県内Ｓ ①② コロナウイ 上にも繋がった。保健厚生 を目指す。
通して，科学 （ＳＳＨ部・各類・コース） 極的に参加する。 し，入賞以上を目指す。 ＳＨ発表会や他校にて取組 ルス感染拡大に 委員会からの発表も実施 ② 参加人数及び入賞数を
技術人材の育 の発表を行う。また，各種 より，オンライ でき，類・コース・学年 増やす。
成を図る。 コンテストにも参加し，入 ン発表や動画発 を越えた研究ができた。 ③ Ⅱ期目最終年を迎える

賞を果たした。 表，参加も交え 総合型選抜入試において， ことから，今期の成果の
（活動計画の実施状況） ての実施となっ 自己PRに大いに役立った。 取りまとめと，次期申請
① ２月10日に実施 た。 ② 発表会へ積極的に参加 に向けた準備を行う。
② 随時実施 した。

２ ② ＳＳＨの取組により， ① 魅力あるＳＳＨ事業を展開し， ① 「ＳＳＨの各種事業に参加 （評価指標による達成度） （達成度） ① ＳＳＨや理数科目への ① １年生から継続的に探
生徒の興味や関心を持た 理科・数学への興味や関心を向上 して，科学技術に興味・関心 ① 1年生79％，2年生72％ Ａ 興味・関心が得られた。 究活動に取り組むこと
せる。 させる。 が増した」70％以上 3年生72％ 課題研究等の探究活動の で，より科学技術に対す

（ＳＳＨ部・各類・コース） （活動計画の実施状況） （所見） 意識付けができた。 る興味・関心を高めるよ
① ＳＳＨ研究発表会後にア 概ね達成でき う努める。
ンケート調査を行った。 た。
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学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

３ 人権教育 ① 人権尊重の精神の涵養 ① ホームルーム年間計画で予定し ① 学校評価（生徒）人権教育 （評価指標による達成度） （達成度） 新型コロナウイルス感 生徒，保護者の講演会
① 基本的人権 が図られるよう，教育活 た個別人権課題に対応する学習 に積極的に取り組んでいる, ① 0.02ﾎﾟｲﾝﾄ増(4.30→4.32） Ｂ 染予防対策のためZoom配 は時期や開催方法など柔
を尊重し，自 動全体の中で，人権教育 を通して，生徒の人権尊重の精神 「そう思う」が昨年より５％ ② 0.03ﾎﾟｲﾝﾄ増(3.83→3.86） 信により実施した。生徒， 軟に対応しながら１年に
他を大切にし， を推進する。 の涵養を図る。ホームルーム活動 アップ （所見） 保護者共に講演会の実施 １回は実施し，人権教育
地域社会や国 （進路部・人権教育課） （人権）において，人権委員が積 （活動計画の実施状況） 新型コロナウ は人権啓発の機会となり の充実に繋げていきた
際社会に貢献 極的な参加を促す。 ① 計画通り実施した。 イルスの影響で 人権活動を充実させるた い。
できる人間を ② 家庭・地域への積極的な啓発に ② 学校評価（保護者）人権教 ② 一部実施できなかった。 保護者講演会を めに効果的である。 他の分掌の協力を得な
育成する。 努め，学校・家庭・地域が一体と 育に積極的に取り組んでい 見送った。 がらオンラインなど機器

なって展開する人権教育活動を充 る,「そう思う」が昨年より を積極的に活用して人権
実させる。 ５％アップ 教育活動を進める。

４ ② 生徒一人一人の居場所 ②-1 教職員一人一人が豊かな人権 ① 学校評価（教職員）人権教 （評価指標による達成度） （達成度） 教職員全員を対象とし 人権感覚を磨くため全
があり，安心して過ごせ 意識を身につけ，人権感覚を磨く 育に積極的に取り組んでい ① 0.04ﾎﾟｲﾝﾄ減(4.64→4.60） Ｂ たホームルーム事前研修 員参加の教職員学年別研
る場所であると実感でき ことができるよう校内外の研修へ る,「そう思う」が昨年より ② 8回実施 会が職員間で定着してき 修をこれからも継続した
るホームルームや学校全 の参加を積極的に行う。 ５％アップ （所見） た。各学年ごとの研究授 い。
体の雰囲気づくりを行 ②-2 かぎまる人権dayで人権委員 ② 人権委員による挨拶運動を （活動計画の実施状況） 新型コロナウ 業や公開授業も職員の指 人権委員による挨拶運
う。 が挨拶運動や放送での呼びかけを 年７回実施する。 ①② 計画通り実施した。 イルスのため教 導力向上につながってい 動や人権啓発新聞「じん
（進路部・人権教育課） 行い，生徒の人権意識の高揚を図 職員講対象の講 る。 けん」の作成やホームル

る。 演会が実施でき 挨拶運動や「かべピカ ーム活動の記録の記入を
なかった。 運動」の積極的参加を通 継続し，委員の自覚と人

して安心して過ごせるホ 権意識の高揚を図る。
ームルームの雰囲気作り
ができている。

５ 学習指導 ① 基礎・基本の定着を図 ① 学びの基礎診断認定ツールであ ①-1 スタディーサポート実施 （評価指標による達成度） （達成度） ① 校内学力向上のための ① 生徒の授業に対する
① 課題学習の り，それを活用した実践 るスタディーサポートを活用し， 教科については分析結果を基 校内学力向上のための実 Ｂ 実行プランのＰＤＣＡサ 評価が0.49％とダウンし
工夫や個別指 的な知識や技能を身につ 分析会を開き，生徒の実態把握に に校内学力向上のための実行 行プランの最終評価値平均 イクルを意識した活動を ているが，一昨年と比較
導を充実させ けさせる。 努める。その分析結果を基に，各 プランを作成する。 が3.03であり目標まであと （所見） 行ったが，目標を少し達 すると高い評価といえ
ることにより， （教務部・教務課） 教科ごとに課題を見極め，その課 ①-2 校内学力向上のための実 0.17足りなかった。 スタディーサ 成できなかった。生徒の る。ＩＣＴの利用が定着
生徒の個性を 題を解決するために，教員の具体 行プランの最終評価値の平 （活動計画の実施状況） ポートの分析結 授業に対する評価におい しており，引き続き，普
伸ばし，主体 的な取組を定め実行する。 均3.2以上を目指す。 スタディーサポートの分 果を基に作成し ては昨年度より0.49ﾎﾟｲﾝﾄ 段の授業からさらに工夫
的に取り組む 析結果を基に作成した校内 た校内学力向上 ダウンしている。 してＩＣＴの活用に取り
とともに他者 学力向上のための実行プラ のための実行プ 組んでいく必要がある。
と協働する態 ンを作成し実行した。 ランの，ＰＤＣ
度を養う。 Ａサイクルを意

識した活動に取
② 社会的・職 り組んだが，目
業的自立に必 標まで少し届か
要である社会 なかった。
の変化に対応

６ でき，地域社会 ② 普段の授業から，思考 ② 教育活動の中で，生徒の実態に ②-1 今年度授業評価における （評価指標による達成度） （達成度） ② 生徒の授業に対する評 ② 引き続き電子黒板を積
や産業界に貢献 力・判断力・表現力を養 応じて，生徒タブレットを活用す 理解度のポイント数を昨年度 ②-1 授業評価における自己評 Ｂ 価において主体的な活動 極的に活用し，タブレッ
し得る実践的な い，主体的に学習に取り ることで，授業での気づきや発見 の0.1ﾎﾟｲﾝﾄアップを目指す。 価の理解度が2.57ﾎﾟｲﾝﾄダウ が昨年度より0.15ﾎﾟｲﾝﾄア ト端末を授業に活用した
技術者を育成す 組む態度を身につけさせ を大切にして，自らの考えをまと ②-2 今年度授業評価における ンした。 （所見） ップしていることから， 学習を工夫することで,
る。 る。 め，伝えることを通して他者と協 主体性（授業準備，授業態度，②-2 授業評価における主体性 電子黒板やﾀ 主体的に学ぶ場面を取り 対話的で深い学びに繋げ

（教務部・教務課） 働しながら主体的に学習する力を 興味関心)のポイント数を昨 （授業準備，授業態度，興 ﾌﾞﾚｯﾄの活用を 入れた授業が実施されて ていきたい。
養成する。 年度の0.3ﾎﾟｲﾝﾄアップを目指 味関心）が2.84ﾎﾟｲﾝﾄダウン 呼びかけるも通 いる。 しかし，通信環

す。 した。 信状況に課題が 境面の課題が影響してい
③ 将来を見据えた望まし ③ 類での専門教育や職業内容の研 ③-1 今年度授業評価における （活動計画の実施状況） あり使用方法が るとも考えられ，現状に
い職業観を育成し，主体 究を通して，将来の就職等への具 自己評価のポイント数を，昨 電子黒板の利用は定着し 制限されてしま あった学習課題の検討が
的・協働的に学習する態 体的目標を持ち，その達成のため 年度の0.3ﾎﾟｲﾝﾄアップを目指 ているが，ﾀﾌﾞﾚｯﾄの活用は う場面が多く見 必要である。
度を育てる。 に主体的に学習に取り組む態度を す。 十分に進んでいない。 られた。
（教務部・教務課） 育てる。また，実験・実習におい ③-2 今年度授業評価における

て他者と協働した学習活動を通し 試験勉強と授業の積極性のポ
て人間関係形成・社会形成能力を イント数を，昨年度の0.1ﾎﾟｲ
育てる。 ﾝﾄアップを目指す。

７ ④ 読書の奨励を図り，基 ④ 図書館の積極的な活用を図り， ④ 図書貸出数が月間300冊以 （評価指標による達成度） （達成度） ④ 新入生オリエンテーシ ④ 高校生活を通して読書
礎学力の向上と生涯にわ 読書の奨励を行う。 上を目指す。 ④ 図書館オリエンテーショ Ｂ ョンや広報，展示・イベ 週間を身につけさせるた
たり学び続ける能力を育 ン（１学年）図書館だより ントを通して図書館の利 めには，１年生への利用
てる。 発行（10回）コース別推薦 （所見） 用を働きかけたが，あま の働きかけが重要である
（教務部・教育情報課） 図書リスト作成（４種）図 月間貸出冊数は り貸出数に繋がらなかっ と考える。教科担任や各

書展示・読書推進イベント 目標値に届かな た。長引く新型コロナウ コースの教員と連携して
・県立図書館との連携・読 かった。 イルスの影響から，図書 取り組んでいきたい。
書感想文課題の実施・各種 館で本を借りて読書をす
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コンクール応募案内・図書 るという習慣を身につけ
委員会活動：推薦図書ＰＯ ることが難しくなってい
Ｐ作成（２回） ることも要因として考え

られる。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

８ 生徒指導 ① 基本的生活習慣の確立 ① 遅刻カードを用いた遅刻指導を ① 月間登校時遅刻率を1.0％ （評価指標による達成度） （達成度） ① 数値的には目標達成す ① １日の遅刻者平均を本
① 基本的生活 を図り，時と場にふさわ 徹底する。家庭との連携により， 未満とする。（１日当たり9.0 ① １日の遅刻者平均は， Ｂ ることができた。基本的 年度同様，1.0％未満（１
習慣を身につ しい礼儀・挨拶・言葉遣 規則正しい生活習慣を身につけさ 人）遅刻の多い生徒について 2.49人で0.29％であった。 生活習慣を意識できたと 日当たり9.0人）とし，
けさせ，全教 いを身につけさせるとと せ，問題行動の未然防止に努める。 は月４回以上で個別指導，月 ② 毎月初めの週に実施し， （所見） 考えられる。 本年度以上の数値を目標
職員が温度差 もに，遅刻回数の減少か ８回以上で保護者を交えての 登下校時身だしなみ指導を 計画通り実施 ② 登下校時の身だしなみ とする。
のない指導が ら規則正しい生活リズム ② 外来者への挨拶を徹底する。ま 指導を行う。 類・コース長，学年主任で できた。 は正せ，再登校指導もほ ② 本年度通り実施し，校
行えるように を構築させる。 た，集会時において，８Ｓの一つ 行った。 とんど無く服装・頭髪を 内でも身だしなみが維持
するとともに， （指導部・生徒課） である「躾」を徹底する。 ② 規律指導を毎月初めに実施 ③ 各授業開始直後や放課後 正す意識付けができた。 できるよう，教職員全員
家庭との連携 し，指導を徹底する。各回と に各教室の施錠確認及び校 ③ 各クラスの施錠状況は で連携し注意喚起する。
を密にする。 ② 定期的に規律指導を行 ③ 一人一人が充実した学校生活を も違反者については，一定期 内巡視を実施した。また， 比較的良かったものの， ③ 本年度通り巡視態勢を

い，ルール遵守から集団 送る中で，自分を大切にすること 間内で完全に直させる。規律 昼休み時間は，校内の主要 特定のＨＲの指導が必要 継続し実施する。施錠し
生活の規律向上に努め が他人を思いやることにつながる 指導の週に，コース長や学年 な門において巡視も行った。 となった。 なければならない理由と
る。自ら率先して考え， ことを気づかせるとともに，喫煙 主任（学年副主任），当日日 ④ 各種講演を行い生徒への ④ スマホルールの遵守に 責任を指導し，生徒に周
判断・行動のできる能力 ・飲酒・薬物乱用防止に対する講 直，生徒課員で正門における 啓発を行った。 ＨＲ間の温度差を感じた。 知する。
を育てる一助とする。 話，携帯電話・スマートフォン(Ｗ 登校時身だしなみ指導を実施 ④ スマホルール遵守の徹
（指導部・生徒課） ＥＢ関係を含む)安全教室，制服 する。 （活動計画の実施状況） 底について生徒会と連携

を美しく着こなすセミナーを実施 ③ 毎時の休憩時間において輪 ① 計画通り実施できた。 する。
することで，心の躾を向上させる 番制による校内巡視を実施 ② 担当教員と連携し計画通
一助とする。 し，各教室の施錠および生徒 り実施できた。

の生活状況を確認し防犯等に ③ 担当教員と連携し計画通
努める。また，ＨＲ担任と日 り実施できた。
直が連携し，放課後の教室施 ④ 計画通り実施できた。

錠を徹底する。
④ 喫煙・飲酒・薬物乱用防止
に対する講話やゲーム依存ネ
ット障害や携帯電話(ＷＥＢ
関係を含む)安全教室，制服
を美しく着こなすセミナーを
開催し，生徒の意識高揚と知
識の定着を図る。

９ ② 生徒が安全 ① 教育活動全体を通し ① 定期的に校内巡視を行い，いじ ① 各学期末に，年合計３回の （評価指標による達成度） （達成度） ① アンケート調査結果か ① 本年度通り実施する。
で安心して生 て，全生徒に「いじめは めの未然防止に努める。またいじ いじめ・体罰被害アンケート ① 年間行事の各学期末に， Ｂ ら，生徒からの相談，悩 常に「いじめは絶対に許
活できる教育 絶対に許されないこと」 め・体罰被害アンケート調査を各 調査を実施する。また毎時休 ＨＲ活動の時間を設定し， み，情報提供を受けて， さない」という強い信念
環境を整え， との理解を促し，心の通 学期末に実施する。 憩時間に輪番制による校内巡 いじめ・体罰被害アンケー （所見） 組織的に対応し解決の糸 を持ち，些細な生徒から
自己実現の一 う人間関係を構築する能 視を実施し，生徒の生活状況 ト調査を実施した。 計画通り実施 口となった。 のシグナルを見落とさな
助とし，交通 力の素地を養う。 ② 毎月20日を「学校安全の日」と を確認する。 ② 年間５回の自転車点検を できた。 ② これまでの登下校指導 いように心掛けておく。
道徳を遵守さ （指導部・生徒課） し，教職員や保護者，生徒課員が 行った。生徒会や各種委員 や交通安全指導などによ ② 登下校指導を全教職員
せ，登下校時 連携して，通学時に混雑が予想さ ② 年間を通して，日直と生徒 と連携した取組を行うこと り，歩行者や近隣住民に が協力し，実践できる指
の交通安全導 ② 「学校安全の日」，「交 れる場所において登校指導を行 課員が，正門を含む学校近隣 ができた。特に，万一事故 道を譲ることができるよ 導体制を確立していく。
を徹底させる。 通マナーアップクラブ」 うとともに，自転車点検や駐輪場 において，登下校指導を行う。 が起こってもあわてずに対 うになった。本年度，徳 また，駐輪場における自

及び所轄警察署の指導等 での施錠確認，駐輪状態確認を行 特に，毎月20日には，輪番制 応できるよう，事故状況メ 島名西警察署と連携し独 転車の施錠・整理整頓，
を通して，交通安全教育 い，交通安全教育を充実し，道路 で各学年ＰＴＡ役員と教職員 モのカードを全生徒に携帯 自の交通マナーアップ運 交通マナーの向上を各種
の一層の徹底を図る。 交通法を遵守させるために，生徒 が共同で登校指導を行う。 させた。 動を行った。 委員会と連携するなか強
（指導部・生徒課） を主体とした交通マナーアップ運 （活動計画の実施状況） 化していく。引き続き万

動の推進を図る。 ③ 生徒会や生活委員による挨 ① 計画通り実施できた。 一事故が起こってもあわ
拶運動と交通委員による駐輪 ② 計画通り実施できた。 てずに対応できるよう，
場の整理・整頓を行うととも 事故状況メモのカードを
に，年間５回の自転車点検を 全生徒に携帯させ，自転
実施する。駐輪場における自 車事故減少に努めてい
転車施錠の習慣と駐輪状態の く。
整理整頓を身につけさせる。
傘差し運転の禁止と雨合羽着
用の指導を行う。
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学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

10 進路指導 ① 進路への興味・関心を ① ＨＲへ各種進路情報を提供す ① ＨＲへの情報の提供 評価指標による達成度） （達成度） ① 企業や大学の訪問等を ① 生徒の満足度に比較し
① 将来を見据 喚起し，将来を見据えた る。（模試・ガイダンス・推薦・ 満足度80％以上 ① 本年度のアンケートの結 Ａ 実施し，情報収集に努め て保護者の満足度が約10
えた望ましい 望ましい職業観・勤労観 求人・工場見学等） 果から生徒95.1％，保護者8 た。進路に関する情報を ％低くなっているため，
職業観・勤労 を養う。 6.0％の満足度が得られた。 （所見） 教員間また生徒と共有す 次年度は三者面談等の充
観の育成と， （進路部・就職課・進学課） （活動計画の実施状況） ① 概ね達成でき ることで，生徒自らが進 実など保護者に対する情
生徒一人一人 ① 進路に関する情報提供は た。 路を考えるきっかけとす 報提供方法の検討を考え
に対応した柔 必要に応じて随時実施をし ることができた。 る必要がある。
軟な進路指導 ている。

11 ② 求人企業の ② 生徒一人一人の能力・ ② 生徒一人一人の理解を深めるた ② 適性・希望に対応した進路 （評価指標による達成度） （達成度） ① 三者面談及び家庭とも ① 今年度と同様の結果を
確保と進学に 適性，興味・関心に対応 めに個人面談や三者面談を実施 指導に対する満足度80％以 ① 本年度のアンケートの結 Ａ 連絡を密にすることで生 残すことができるように
向けての適切 した組織的･継続的な進 する。また，生徒の希望や能力に 上 果から生徒91.7％，保護者8 徒の希望・適正に応じた 計画を立てて取り組む必
な指導を行う。 路指導を展開する。 応じた進路希望を実現するため， 就職内定率100％ 3.5％の満足度が得られた。 （所見） 指導を随時実施すること 要がある。キャリア・パ

（進路部・就職課・進学課） 進学・就職補習および進路相談を （活動計画の実施状況） ① 概ね達成でき ができた。その結果，就 スポートを活用し年間を
③ 進路達成に 充実させる。 ① 進路希望調査を年２回実 た。 職においては内定率100 とおして，生徒たちが自
向けて学習指 施し，進学補習も年間を通 ％，進学においては過去 己理解を深める機会を設
導の充実を図 じて計画通り実施できた。 最高の46名の国公立大学 ける。
る。 また，就職においては11月 合格者をだすことができ

中に内定率100％を達成でき た。
た。

12 ③ ＩＣＴを利用して，生 ③ ＩＣＴを利用して，学習記録や ③ 科学系の平日の家庭学習時 （評価指標による達成度） （達成度） ① 生徒用タブレットを積 ① ＩＣＴの重要性を感じ
徒の学校や家庭での生活 考査等のテスト成績を記録し，Ｈ 間を２時間以上，休日の家庭 ① 生徒用タブレットの導入 Ｂ 極的に活用することで家 ることとなったので，教
を把握し，改善に努める。 Ｒ担任と生徒・保護者との面談の 学習時間を３時間以上 などＩＣＴの活用が進み， 庭で課題の学習をするこ 員のスキルアップを目指

（進路部・就職課・進学課） 資料として活用し，主体的な取組 積極的な取組につながった。（所見） とができるなど，学習面 し，次年度も積極的に活
が行えるように促す。 （活動計画の実施状況） ① 概ね達成でき の環境が充実した。また 用の幅を広げていき，さ

①定期的に学習記録や活動記 た。 保護者，生徒への的確な らなる活用方法を探る。
録を記入させたり，課題や 連絡に役立った。
模試対策問題を配信したり
することで家庭学習時間を
確保した。

13 ④ 進路ガイダンスや講演 ④ 生徒の希望に添ったガイダンス ④ 進路ガイダンス実施後 （評価指標による達成度） （達成度） ① 講演会をとおして，生 ① 対面式ガイダンスの機
会等を通して，キャリア を各学年にて実施する。また，進 満足度 80％以上 ① 生徒は95.1％，保護者は8 Ａ 徒たちが自分の将来の生 会を確保し，生徒たちの
教育の充実を図り，社会 路講演会等により，勤労観，職業 進路講演会等実施後 6.0％の満足度であった。 き方や進路について考え コミュニケーション能力
人として自立できる資質 観を養い，職業に対する意識の高 満足度 80％以上 （活動計画の実施状況） （所見） る機会となった。 を向上させる。また，生
や自ら進路を決定できる 揚を図る。 ① ガイダンスに関しては， ① 概ね達成でき 徒の意識向上に繋がるガ
能力を養う。 コロナの影響で一部実施で た。 イダンスや講演会を実施

（進路部・就職課・進学課） きないものもあったが可能 し，キャリア発達を促す
な範囲で実施することがで 教育を行う。
きた。

14 教育相談・特別 ① 生徒の変化を見逃さな ① 生徒の出席状況の把握と支援の ① 欠席の続く生徒に関して （評価指標による達成度） （達成度） ①学校と保護者，カウンセ 心理的な理由による欠
支援教育 い。 検討 適切な対応を検討する。 おおむね達成できた。 Ｂ ラーが情報共有のもと， 席者が増えてきている。
① 相談・支援 （指導部・教育相談課） ② 専門機関との連携 ② 必要に応じて専門機関との （活動計画の実施状況） 対応することができた。 早期に生徒の問題を見つ
活動を充実さ 連携を図る。 ①欠席状況を関係教員と連携 （所見） ②専門的な指導を受け，教 け，スクールカウンセラ
せる。 できた。 ほぼ計画通り 育活動に取り組んだ。 ー等を活用した対応を行

②専門機関と連携し，指導を にできた。 う。
受けることができた。

15 ② 相談活動を充実させ ① 教育相談室の放課後利用 ① 放課後に相談室を開室す （評価指標による達成度） （達成度） ① 生徒が自身のストレス ① 心の健康について，正
る。 る。スクールカウンセラーを おおむね達成できた。 Ｂ について考え，カウンセ しい理解と予防教育を働
（指導部・教育相談課） 活用した教育相談室の利用を （活動計画の実施状況） リングについて理解が深 きかける。

図る。 ① １年生全員にストレスにつ （所見） まった。 ② 「ほっとだより」の発
② 相談事業の広報 ② 「ほっとだより」を各学期 いての授業を行い，心の健 ほぼ計画通り ② わかりやすく情報提供 行回数を増やす。

１回以上発行する。 康について考えることがで にできた。 することができた。
きた。

②「ほっとだより」を各学期
発行することができた。

16 環境教育 ① 日々の清掃活動の充実 ① 校内美化週間期間中，環境整美 ① 日頃の清掃，ゴミの分別の （評価指標による達成度） （達成度） ①-1 日頃の清掃活動に ① 各クラスの環境整美
① 各クラスの を図り，美しい環境が整 委員を中心に清掃の徹底，ゴミ分 徹底，ロッカー・掲示物の整 ①-1 日頃の清掃状況につい Ｂ ついて「多少改善点はあ 委員会を中心にＨＲ担任
環境整美委員 った学校づくりに努め， 別の徹底，ロッカー・掲示物の整 理整頓がなされたか。 て毎日清掃が良くでき るが良くできた。」 や清掃分担の教員の協力
を中心に，Ｈ 次に使う人の立場に立っ 理整頓等丁寧に行う。 ② 校内への泥汚れ侵入禁止 た。90％ （所見） ①-2 ゴミ分別について のもと指導の徹底を行
Ｒ担任や清掃 た「いつもきれいに清掃 ② 学校行事（体育祭，文化祭）な ③ 学校行事（体育祭，文化祭）①-2 ゴミ分別が良くでき 評価指標関係 「多少改善点はあるが う。また，アンケート調
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分担の教員の で心を磨く科技高生」の どの際に発生する，ゴミ問題につ などの際，環境美化やゴミ た。94％ について，多少 良くできた。」 査等で清掃分担場所の清
協力のもと日 実践を行う。 いて，環境整美委員会を中心とし 問題に対するモラルやマナー ①-3 掲示物，ロッカーの 改善しなくては ①-3 掲示物，ロッカー 掃状況を把握し，環境美
頃の清掃指導 た環境美化に関するモラルやマナ が守れたか。 整理整頓が良くできた。 いけない。 の整理整頓「多少改善点 化週間等に反映していき
の徹底を行う。 （特活部・環境教育課） ー「マナーを守り，自分のゴミは 94％ ① 清掃の徹底・ はあるが良くできた。」 たい。

持ち帰る。」の啓発活動を行う。 ①-4 トイレの使用状況が多 掲示物・ロッカ 。 ② 学校行事の体育祭では
少悪化しているように思う。 ーの整理整頓に ②学校行事について 実施場所が田宮陸上競技

②学校行事について 多少の改善点が ②-1文化祭 場で行われたこともあり
②-1 体育祭でのモラルや 必要である。 「校内でのゴミ散乱が あり，例年以上に啓発活

マナーが守られた。 ② 毎日のトイレ 少しあった。」 動を実施していかなくて
97％ 清掃は，概ね達 ②-2体育祭 はならない。

②-2 文化祭でのゴミ分別 成できた。 「競技場内でのゴミ散 ③ 環境整美委員会は随時
は守られた。 90％ ③ 体育祭のモラ 乱が少しあった。」 開催していきたい。

（活動計画の実施状況） ルやマナーが多
① 各クラスの環境整美委員 少改善したよう

を中心に清掃の徹底・ゴ に思う。
ミ分別の徹底によく取り 文化祭につい
組んだ。 ては，多少改善

② 学校行事について しなくてはいけ
環境整美委員は，体育祭， ない。
文化祭共清掃や啓発活動
を率先して頑張った。

17 防災教育 ① 地域と共に防災活動を ① 地域と共催の防災訓練を企画， ① ２カ所以上の他団体と共催 （評価指標による達成度） （達成度） ① 生徒や教職員に本校が ① 避難訓練だけでなく防
① 防災委員， 行い，社会の一員として， 実行する。 し200名以上の参加を目指す。① 今年も新型コロナウイル Ｂ 地域防災の拠点として， 災士養成講座などの参加
防災クラブの 求められている防災マイ ス感染拡大防止のため地域 役割や責任を担う意識が 者が多くなるよう，学校
活動をベース ンドを育てる。 ・他団体と共催できなかっ （所見） ついてきた。 のホームページや地域の
として，災害 た。 ①② 新型コロナ 回覧板を利用して，広報
時に命を失わ ウイルス感染拡 ② 地域住民からは，来年 普及活動を充実させる必
ない，役に立 ② 災害時を含め，社会で ② 災害時に必要な器具等を使う訓 ② 炊き出し訓練や日頃の準備 ② 衛生面や効率等について 大のため目標を 度は炊き出し訓練や合同 要がある。
つ心を育成す 主体的に動ける心を育て 練を日常から行う。 として，効率面，衛生面，実 は，昨年と変わらない状況 達成することは 避難訓練の要望が寄せら
る。 る。 用面などを考慮した器具等を であり，器具等も昨年のも できなかった れた。

（防災教育） 選別，使用出来ることを目指 のを使用した。 が，炊き出し訓
す。 （活動計画の実施状況） 練や避難経路，

①② 炊き出し訓練では新型 初期対応につい
コロナウイルス感染拡大防 ては充実したも
止策を図りながら，３年生 のにできた。
と本校職員を対象に実施し
た。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

18 保健安全教育 ① 生涯を通して,健康で ① 定期健康診断や保健だよりの発 ①-1 定期健康診断受診率 （評価指標による達成度） （達成度） ①-1 新型コロナウイルス ①-1 定期健康診断の重要
① 保健安全に 活力がある生活を送るた 行等により健康に関する情報提 100％ ①-1 定期健康診断受診率 Ｂ 感染症流行のなか,学校医 性・必要性を伝え，次年
関する指導・ めに，健康の保持増進に 供を行う。 ①-2 保健だよりの発行 99％ ・歯科医の協力もいただ 度も受診率100％をめざ
情報提供を行 関する指導の充実を図 （月１回） ①-2 保健だよりの発行 （所見） いて,延期を繰り返しなが すとともに，二次検査（精
う。 る。 100％ 新型コロナウ らも定期健康診断を実施 密検査）の受診率の向上

（特活部・保健厚生課） （活動計画の実施状況） イルス感染症流 することができた。 を図る。
①-1 未受診者に対して学校 行のため,定期 ①-2 月毎の保健だよりだ ①-2 引き続き,月毎の保
医・歯科医の協力により， 健康診断の実施 けではなく，健康診断や 健だより発行だけでな
受診率を99％にすることが を数回延期する 修学旅行等の学校行事に く，学校行事等の機会を
できた。 ことになり,実 より，適宜を捉えた情報 捉えた保健指導により情

①-2 保健だよりを月１回 施時期が例年よ 提供が行えた。 報提供を行う。
発行 り大幅に遅くな

った。また,長
期欠席等で,全
員が受診するこ
とができなかっ
たものもあっ
た。

19 特別活動 ① 生徒自ら率先して各種 ① 生徒による集会時の司会進行， ① 生徒総会，壮行会，予餞会 （評価指標による達成度） （達成度） ① 教師の指導の下，行え ① 生徒自らの取組を重視
① 特別活動へ 活動に取り組むことので 記録，挨拶を今以上に取り入れ， を生徒が100％運営する。 Ｂ Ｂ ていた。 して行う必要がある。話
の生徒の自主 きる学校行事，生徒会活 自主的に運営できるように指導す ② 二年連続で感染対策の し合いなどの時間も必要
的な取組を充 動の充実に努め，集団活 る。 （活動計画の実施状況） （所見） ため公開できなかった。 である。
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実させる。 動を通してコミュニケー ② 文化祭・体育祭の内容の多様化 ② 文化祭への生徒の満足度 コロナ渦で感染対策を十 コロナウイル そのためコース展などが ② 入場制限ではなく，十
ション能力の向上を図 ・充実化を図り，生徒が意欲的に 90％ 分に行った上で生徒の活動 ス感染防止対策 あまりされていなかった。 分な感染対策を行い，多
る。 取り組む学校行事を目指す。 体育祭への生徒の満足度 をできる限り重視して行っ のため，予餞会 ③ 感染対策のため，学年 くの人に訪れてもらう必
（特活部・特別活動課） 85％ た。 等を縮小して行 を限定して行った。 要がある。

③ みちピカ事業で周辺地域への清 ③ みちピカ事業参加者 った。 ③ 生徒会の人数を増やし
掃奉仕活動を行い，仲間と協力し 平均70名 てもっと少数の班で行う
て活動ができる能力を身につけ などの工夫が必要。
る。

20 ② 部活動の更 ② 部活動を充実・活性化 ① 部紹介・体験入部を実施し，部 ① 入部率80％以上 （評価指標による達成度） （達成度） ① 運動部・文化部・生産 ① 入部率は申し分ない
なる活性化を させ，日々の活動を通し 活動の入部を促進する。 Ａ Ａ 部の兼部している生徒が が，活動内容を充実させ
図る。 て精神面，体力面での成 ② 部活動の活動内容や成績を積極 ② 表彰伝達を毎月行う。 多かった。 たい。

長を図るとともに，団結 的に広報し，生徒の意欲を高め， （活動計画の実施状況） （所見） ② Zoomで行ったので，十分 ② 日々の部活に対する取
心や協力心を育成する。 校内の共通理解・協力体制を強化 感染対策を行った上で，Z 活動が難しい に広報できているか不 組を重視し，結果に繋が
（特活部・特別活動課） する。 oomで行った。 環境下でそれな 安である。 るような取組を行う。

りの活動ができ
た。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

21 工業・水産教育 ① 工業・水産教育のそれ ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース
① 工業の基礎 ぞれの特長を生かした教 ① オープンキャンパスや大学講義 ① 大学と連携した講義やオー （評価指標による達成度） （達成度） 新入生の進学への意識を 生徒の進学意識の高揚
・基本を重視 育を推進し，実験・実習 を受け大学との連携を密にすると プンキャンパスへの参加を年 大学訪問１校，研究所訪 Ｂ 高めることに役立った。S に効果があることから継
するとともに や課題研究，インターン ともに，生徒の進路選択に役立て ３回以上実施する。 問１カ所実施 （所見） pring-8を見学することで 続して取り組みたい。新
地域や産業界 シップ等の体験的な教育 る。 課題研究で高大連携実施 概ね予定通り 将来の研究や大学進学へ たな大学や研究所訪問を
と連携した教 活動を展開する。 （活動計画の実施状況） 実施でき目標が の期待を持たせることが 実施できるように次年度
育の在り方を （各類・コース） 概ね予定通り実施できた。 達成できた。 できた。 の計画を立てたい。
模索し，社会
の変化や産業 ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース
界の動向に適 ① オープンキャンパスや大学講義 ① 大学と連携した講義やオー （評価指標による達成度） （達成度） 個人的に大学のオンラ ＩＴ環境の整備が望ま
切に対応し得 を受け大学との連携を密にすると プンキャンパスへの参加を年 大学や研究施設等への訪 Ｂ イン講義等に参加するよ れる。
る人材の育成を ともに，生徒の進路選択に役立て ３回以上実施する。 問を実施及び課題研究で高 （所見） うになってきた。
目指す。 る。 大連携。オンラインによる コロナ禍の状況

大学説明会実施 において実施が
難しかった。

（活動計画の実施状況）
大学訪問は年３回実施で

きなかった。

・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース
① インターンシップを通じて企業 ① ２年生の30％以上の生徒に （評価指標による達成度） （達成度） 授業で学んだことが仕 来年度も同様にインタ
との連携を密し，キャリア教育に 対して，インターンシップを ２年生のインターンシッ Ａ 事でどのように活かされ ーンシップを実施し，キ
つなげる。 実施する。 プについては40.0％の生徒 （所見） るのか知る良い機会とな ャリア教育を推進するう

に対して実施した。 概ね計画通り った。特に，インターン えで，生徒ができるだけ
（活動計画の実施状況） 実施できた。 シップはキャリア教育を 関心を持つことができる

クラス全体の進路に対す 推進する上で非常に効果 よう工夫する。
る意識向上になった。 的であった。

・生産システムコース ・生産システムコース ・生産システムコース ・生産ｼｽﾃﾑｺｰｽ ・生産システムコース ・生産システムコース
① インターンシップを通じて技術 ① インターンシップは２年生 （評価指標による達成度） （達成度） 企業からも，本年度は 今後も実施できるよ
者として働くことを体験する。参 の就職希望者の30％以上に対 Ａ Ａ 実施できた事を喜ばれた。 う，企業との連携を図り，
加については参加者の自主性を重 して実施する。 （所見） 生徒も，就職に向けて， より充実したものとなる
んじることに重点を置く。 （活動計画の実施状況） 少人数のイン 貴重な職業体験ができ， ように実施していきた

就職希望者の67%の生徒が2 ターンシップ計 良い機会となった。 い。
日間のインターンシップに参 画で無事に実施
加することができた。 できた。

・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース
① 生徒の視野を広め，主体的な進 ①-1 各学年1回以上の企業見 （評価指標による達成度） （達成度） ①-1 職業観，勤労観の育 生徒にとって進路選択
路選択につながるような機会とし 学 ①-1 達成できず。 Ｂ 成，進路選択に向けた準 に向けた良い機会となる
て，会社見学・インターンシップ ①-2 インターンシップ２社以 ①-2 達成した。 （所見） 備を行う観点から実施で ため，受け入れ先企業の
を実施する。 上の実施 新型コロナウ きなかったのは残念であ 開拓を行い，計画的に実

（活動計画の実施状況） ィルス感染拡大 る。 施したい。
①-1 各学年において実施で 防止の観点から，
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きなかった。 企業見学は実施 ①-2 昨年度より１社増や
①-2 ３社で実施し，計10名 できなかった。 せたことは有益である。
が参加した。 生徒にとって，進路選択

に向けた意義のある結果
となった。

・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース
① インターンシップや企業・大学 ①-1 企業・大学訪問を実施す （評価指標による達成度） （達成度） ①-1 施設見学や話を伺う ①-1 次年度は是非とも大
訪問を通じて企業や大学との連携 る。 ①-1 企業訪問は実施でき Ａ ことで進路を考えるよい 学の訪問を実現したい。
を密にするとともに，生徒の進路 ①-2 インターンシップにＨＲ たが大学見学は実施できず。 （所見） 機会となった。 ①-2 来年度も複数の企業
選択に役立てる。 生徒の２割以上の参加を目指 ①-2 ３割の生徒が参加 コロナの影響 ①-2 インターンシップ先 へのインターンシップを

す。 （活動計画の実施状況） で大学に行けず として本年度より通信工 実現したい。
①-1 工場系に就職希望の 残念であった。 事会社を追加し，生徒の
生徒７名が見学に参加 選択肢を広げることがで

①-2 １社１７名が参加 きた。

・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース
① 関係機関との連携を図りなが ①-1 インターンシップ参加生 （評価指標による達成度） （達成度） ①-1 企業での研修は生徒 今後も継続して実施し
ら，インターシップを実施し，生 徒数を２年生で40％以上とす Ａ Ａ の進路に対する意識向上 ていきたい。
徒の専門に関する知識と進路選択 る。 （所見） と専門学習の良い機会と
に役立てる。 ①-2 インターンシップ報告 （活動計画の実施状況） 企業の協力で なり，生徒にも好評であ

会，課題研究発表会を実施す 65％の生徒がインターン 実施することが った。
る。 シップに参加し，クラス全 できた。 ①-2 報告会によって各企

体の進路に対する意識向上 業の様子や業務内容につ
になった。 いて共通理解することが

できた。

・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース
① インターシップを通じて企業と ①-1 インターンシップに生徒 （評価指標による達成度） （達成度） インターンシップを通 企業との連絡を密に取
の連携を密にするとともに，生徒 の20％以上が参加できるよう 26名中10名が参加し，満 Ａ して，生徒は働くことや り，インターンシップの
の進路選択に役立てる。 にする。 足度も高く，目標を達成す （所見） 進路について真剣に考え 機会を継続して持ちたい

①-2 インターンシップ体験後 ることができた。 インターンシ ることができた。 と考えている。
の生徒アンケート実施結果で （活動計画の実施状況） ップは生徒の希 また，社会の一線で活 また，建築士会との連
満足度が４段階で平均3.5以 見学や体験を通し，建築 望に合う企業に 躍する建築士会の方との 携を次年度も継続し取り
上を目指す。 業の仕事内容への興味や専 依頼することが ディスカッションを通し 組んでいきたい。

①-3 ３学期に課題研究発表会 門教科に関心を持つことが でき，成果があ て，建築業に対して理解
を行う。 できた。また，課題研究発 った。 を深めることができた。

表会は建築コース展の中で また，昨年に
実施し，研究成果を発表す 引き続き建築士
ることができた。 会と連携し設計

コンペに参加す
ることができ
た。

・総合デザインコース ・総合デザインコース ・総合デザインコース ・総合ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ ・総合デザインコース ・総合デザインコース
① インターンシップや企業・大学 ①インターンシップに生徒の20 （評価指標による達成度） （達成度） インターンシップでは， インターンシップで
訪問を通じて企業や大学との連携 ％以上が参加できるようにす 18名中2名が参加し，生徒 A 参加生徒にとって貴重な は，今後も続けていきた
を密にするとともに，生徒の進路 る。 の進路選択に役立てること （所見） 職業観を育てる機会とな い。
選択に役立てる。 ②-1 令和４年度コース展を実 ができた。 各種コンペに った。 コンペへの参加も引き続

施し，地域・中学校などにＰ 積極的に参加 各種コンペで上位入賞 き取り組んでいきたい。
② 実習・課題研究を充実させ， Ｒする。 （活動計画の実施状況） し，四国や全国 や全国大会での入賞など，
コース展や各種コンペに参加し， ②-2 それぞれのテーマに分 コース展を実施した。また レベルの大会で 課題研究での成果をあげ
対外的な活動を更に充実させる。 かれた課題研究に取り組み， ６次産業化実践教育ステッ 上位入賞を果た ることができた。

成果を出す。 プアップ事業において，地 した。
域，中学生に向けて活動をP
Rするため各校と連携した。

・海洋科学コース ・海洋科学コース ・海洋科学コース ・海洋科学コース ・海洋科学コース ・海洋科学コース
① フィールドワークを積極的に実 ①-1 漁業体験やフィールドワ ・海洋総合コース ・海洋総合コース ・海洋総合コース ・海洋総合コース
施するとともに，関係機関と連携 ーク等を各学期1回以上実施 （評価指標による達成度） （達成度） ① 関係機関との連携をと ① 次年度も関係機関の連
した出前授業や施設見学を実施 概ね達成することができ Ｂ おして，SSH課題研究のテ 携を密にして継続して取
し，水産・海洋分野に興味・関心 ・海洋総合コース た。 （所見） ーマ設定や水産業の現状 り組んでいきたい。
をもたせる。 ①-1 船舶関連のインターンシ コロナ禍の影 と課題について生徒に興

ップを年１回以上実施 （活動計画の実施状況） 響で実施できな 味・関心を持たせること
・海洋総合コース ①-2 地域における漁業体験や 水産研究課での未利用魚 かった取組もあ ができた。
① 企業や研究機関との連携を密に 実習，フィールドワーク等を の調理実習1回，徳島大学と ったが，少しず
するとともに，地域資源や実習船 各学期1回以上実施 水産研究課の出前授業1回， つ以前の状態に
等を活用した教育活動を実施し， 志和岐港フィールドワーク2 近づいている。
水産・海洋分野への進路選択に役 回，美波の海の恵み研究会
立てる。 と連携して漁場調査2回を実

施した。
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22 工業・水産教育 ① 工業や水産に関する専 ・全類全コース ① 各コース毎に，技能の向上 （評価指標による達成度） （達成度） （工業） （工業）
① 専門性の基 門的な技術の習熟度を高 ① 各コースの実態に即して，技能 を目指した取組をする中で， （工業） （工業） 各コースにおける実習 次年度へ向け実習等の
礎・基本を重 め，技能の向上を図る。 検定等の実施やものづくりコンテ 各種コンテスト・大会へ出場 ① 高校生ものづくりコンテ ① Ａ 等でのスキルの向上や資 スキルの向上とともに，
視するととも （各類・コース） ストへの出場を目指す中で，技術 し，各専門分野での上位入賞 スト県大会では各種目とも ② Ｃ 格取得のための補習を計 資格取得においては合格
に地域や産業 の向上に努める。 を目指す。 上位入賞を果たした。 画的に実施した。ジュニ 率の向上を図るため，補
界と連携した ② 専門的な知識・技能を ② 資格取得を奨励し，資格補習 ② 工業系では，「ジュニアマ コンクリート甲子園では，（海洋） アマイスターについては， 習方法や生徒の目的意識
教育の在り方 身につける教育活動を展 を積極的に実施する。 イスターゴールド」取得者15 全国優勝を果たした。 ① Ｃ 取得数が減少傾向にある。 を醸成していく必要があ
を模索し，社 開し，各種資格や検定の 名以上，「ジュニアマイスタ ② ゴールド４名（昨年11） ② Ｂ る。
会の変化や産 合格者または合格率の増 ーシルバー」30名以上を目指 シルバ-16名（昨年38） （海洋）
業界の動向等 加を図る。 す。 ブロンズ21名（昨年38） （所見） ① 生徒のプレゼンテーシ （海洋）
に適切に対応 （各類・コース） 特別表彰０名（昨年３） （工業） ョン能力の向上を図るこ ① 専門家の意見も取り入
できる人材の 昨年度程度の とができた。 れて，研究内容向上を図
育成を目指す。 ③ 各種競技会等へ積極的 （海洋） 結果を達成する ② 各検定は授業内容とも っていきたい。

に参加し，専門技術等を ① 水産・海洋高校生徒研究 ことができた。 密接に関係している内容 ② 冬休みの宿題やClassi
高める教育を展開する。 発表会及び意見体験発表会 （海洋） であり，授業で学んだ知 での配信も活用して取り
（各類・コース） の四国大会に出場したが全 ① 生徒の研究の 識や実習で身につけた技 組んだが，十分成果をあ

国大会に出場することはで 成果が十分でな 術を定着させるよい機会 げることができなかっ
きなかった。 い状態での発表 となった。 た。模擬試験を充実させ

② 各検定の合格率 となってしまっ て，筆記試験対策に力を
・水産海洋技術検定93% た。 入れていきたい。
・漁業技術検定93% ② 海洋情報技術
・海洋情報技術検定76% 検定については
・栽培漁業技術検定100% 合格率が低くな

ってしまった。

・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース
① 科目「実習」においては，口頭 ① 期限内実習レポート提出率 （評価指標による達成度） （達成度） 大多数の生徒が実習後， レポート提出の習慣が
試問を実施し，自ら学び，考え， 95%以上を目指す。 ① 提出率98% Ｂ 速やかにレポート提出を 身につき口頭試問をする
問題を解決する態度を育成する。 ② 情報技術検定２級86% （所見） 完了する習慣を身につけ ことで理解度が向上し

② 資格取得を奨励し，資格補習を ② 情報技術検定２級の合格率 ＩＴパスポート合格1名 ほぼ全員が期 た。 た。情報技術検定は計画
計画的に実施する。 が80％以上。ITパスポート試 基本情報技術者合格なし 限までに提出で 口頭試問により内容の 的に補習をすることで合

験合格５名以上。基本情報技 （活動計画の実施状況） きた。情報技術 理解度も上がった。 資格 格率の向上に繋がった。
術者試験合格２名以上 週一回の実習を行い，そ 検定は目標を達 試験に合格することで生 ＩＴパスポートや基本情

の都度レポートを提出させ 成できたがＩＴ 徒の自信となり，学習意 報については補習の時期
た。 パスポートや基 欲の向上に繋がった。 や受験の時期を再考する
計画的に各補習を行い受験 本情報は達成で 必要があると感じてい
させた。 きなかった。 る。

・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース
① 科目「実習」においては，口頭 ① 期限内実習レポート提出率 ① 提出率99％ （達成度） ① ほとんどの生徒が，期 資格試験や各教科の指
試問を実施し，自ら学び，考え， 95%以上を目指す。 Ｂ 限内にレポート提出する 導については，デジタル
問題を解決する態度を育成する。 ② 各学年の乙４取得率 （所見） 意識が身についている。 コンテンツの活用等，IT

② 資格取得を奨励し，資格補習を ② 危険物乙４の取得率が80 1年 60.0％ ① ほぼ全員の生 技術を取り入れて，学力
計画的に実施する。 ％以上を目指す。 2年 78.6％ 徒が期限を守っ ② 資格取得については， 向上を図っていきたい。

③ 科学論文発表（ポスター発表） ③ ＳＳＨ発表会（校内，県， 3年 56.3％ た。 学習への意欲につながる
を目標に積極的に取り組む。 四国）での発表を目指す。 ③ 動画による県大会，四国 ② 資格試験につ と考えられるため，卒業
ものづくりに係わる競技大会を ものづくりコンテスト四国 大会で発表した。 いては２学年の まで目標に向かって指導

目標に積極的に取り組む。 大会に出場し上位入賞を目指 奨励賞を受賞 取得率が向上し していきたい。
す。 た。 ③ 発表会やコンテストに

（活動計画の実施状況） ③ 今年度は発表 参加することが，日常の
① 実習の都度レポートを提 会・コンテスト 生活においても，自信に
出させた。 を行った。 つながっている。

② 放課後等の各補習を行い
受験させた。

③ 動画による県大会，四国
大会で発表した。
奨励賞を受賞

・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース
① 資格取得を奨励し，資格補習 ① ２級ボイラー技士（２年） （評価指標による達成度） （達成度） ① ２級ボイラー技士試験 ① 生徒と企業の現状に合
を計画的に実施し，合格率のアッ の合格率を補習出席者の60 ① ２級ボイラー技士は12％に Ｂ は，半年以上の長期にわ わせ，資格を検討する必
プを図る。 ％以上。機械製図検定（３年） とどまったが，機械製図検 （所見） たって早朝・放課後の補 要がある。

の合格率を65％以上を目指 定は66％となった。 ① 2級ボイラー 習を行うため，学習する ② 各種大会・コンテスト
す。 ② ものづくりコンテストで， 技士が目標を達 習慣づけや学習の場とし への出場については，練

② ものづくりに係わる競技大会 ② ものづくりコンテストで， 四国大会に進出。四国地区 成できなかっ てのクラスの雰囲気作り 習に危険性が伴うため，
を目標に積極的に取り組む。 県内優勝し，四国大会に進出 高校生溶接技術競技会では た。 にも効果があった。 安全対策・安全指導を絶

する。また，四国地区高校生 県内大会を勝ち抜き，本大 ② ものづくりコ ② ものづくりコンテスト， えず心がける必要があ
溶接技術競技会では県内大会 会に出場，そして全国大会 ンテストでは全 四国地区高校生溶接技術 る。
を勝ち抜き，本大会に出場す に出場した。 国大会に出場で 競技会ともに機械コース
る。 き，目標以上の の機械工作部員が手分け

（活動計画の実施状況） 結果を残せた。 して出場した。このこと
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朝補習，放課後補習，夏 により，専門分野におい
季休業日中の補習等を実施 て非常に高度な技能を身
し対応 につけることができた。

・生産システムコース ・生産システムコース ・生産システムコース ・生産ｼｽﾃﾑｺｰｽ ・生産システムコース ・生産システムコース
① メカトロニクス関連企業に就職 ① シーケンスなどの制御関連 （評価指標による達成度） （達成度） 挑戦を続けることで， 本年度は施設設備の多
する際，学習していて良かったと や3Dﾌﾟﾘﾝﾀを活用した学習を ① 新しい技術であるが，毎 Ｂ 職員も生徒も常に学ぶ姿 くが一新され，この最新
評価されるような実習をしっかり 充実させる。 年ノウハウを積み進化して （所見） 勢を大切している。今は の機器を使用して，最新
実践する。 いる。 ①②を通して 大きな成果は出せてない の教育を，最大の教育効

② 各種の技術的なコンテストに ② ロボット競技など，全国大 ② ロボット競技は３年ぶり のことである が，今までの積み上げて 果として発揮させるべ
応募出場し，賞を得る。 会出場を目指す。 に大会が参集して実施され が，本コースの きた経験から少しづつよ く，多くのことに挑戦し

た。今年度もロボット甲子 職員と生徒は， い結果がついてきている ていく。
園に出場した。 常にチャレンジ と考えている。

（活動計画の実施状況） 精神に富んでい
① 新しい技術である３Ｄプ る。そういった
リンタ等も軌道に乗って課 前向きの姿勢を
題研究での利用頻度が増え 大切にしていき
た。 た，結果がロボ

② ロボット競技は県内３位， ットアイデア甲
ロボット甲子園は４名参加 子園の全国大会
で四国大会最優秀賞となり, につながった。
全国大会に出場した。

・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース
① 資格試験に計画的に取り組み， ① １学年の第二種電気工事士 （評価指標による達成度） （達成度） ① 問題演習を繰り返すこと ① 引き続き90％以上を目
適切な指導を行い合格率を上げる 合格率90％を目指す。 ①達成できた。 Ｂ で理解を深め，合格につ 標とする。
ことにより，知識・技能の向上と， ②県大会 達成した。 （所見） なげることができた。
主体性の確立を目指す。 四国大会 達成できず。 第二種電気工 ② 入賞に向けて対策を練

② ものづくりコンテストに出場す ② 県大会２位以内，四国大会 （活動計画の実施状況） 事士の取得は概 ② 選手にとって良い経験で る。
ることにより，技能の向上を目指 入賞を目指す。 ①合格率98％ ね順調であっ あったと思われる。当該
す。 ②県大会 優勝 た。ものづくり 年度の課題に対して，時

四国大会 入賞できず。 コンテストの四 間内に完成させるための
国大会では，日 工夫が必要である。
頃の練習の成果
が十分に発揮で
きず，残念であ
った。

・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース
① 資格取得を奨励し，資格補習を ① 国家資格取得を目指し，一 （評価指標による達成度） （達成度） ① 進路実現に向けて良い ① 多くの資格の試験方法
計画的に実施する。 人２つ以上の資格を取得す ① ３年生の93％の生徒が 国 Ｂ 結果となった。 がＣＢＴ方式に変更とな

る。 家資格を取得した。 （所見） ② 準備期間が短期間とな り，対策が必要
② ものづくりに係わる競技大会を ② ものづくりコンテスト電子 ③ 四国大会参加 来年度は，四 ってしまい，十分に練習 ② 取り組む生徒が減少し
目標に積極的に取り組む。 回路部門において四国大会で （活動計画の実施状況） 国大会入賞を目 できなかった。 ており，対策が必要

入賞を目指す。 ① １，２年生に対して補習 指したい。
を実施

② 四国大会で惜しくも入賞
を逃す。

・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース
① 専門知識の理解と意欲向上のた ① ２級土木施工管理技術検定 （評価指標による達成度） （達成度） ① 資格取得を目指し，学 ① 努力したことが結果に
め資格取得を目指す。 ・学科試験70％以上，測量士 Ｂ Ｂ 習意欲を向上させること つながり積極的に学習で

補20％以上の合格を目指す。 （活動計画の実施状況） （所見） ができた。 きるようになった生徒が
２級土木施工管理技術検 資格取得に継 ② ものづくりコンテスト 多くなった。

② ものづくりコンテスト測量部門 ② 四国・全国大会出場を目指 定では78％，測量士補では1 続して取り組ん 測量部門では，徳島県大 ②③ 大会に今後も挑戦し
に出場をする。 す。 3％の合格であった。 でいきたい。 会で優勝することができ ていきたい。

③ コンクリート甲子園に出場す ③ 入賞を目指す。 た。
る。 ③ コンクリート甲子園で

は全国優勝することがで
きた。

・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース
① 有益な資格を取得させ，検定の ① 有益な資格取得を目指し， （評価指標による達成度） （達成度） 実習時にも取り組むこ ① 資格試験の時期が授業
合格を目指す。 ２つ以上の資格を取得する。 ① 2級建築施工管理技術検 Ａ とで少人数学習を行うこ の進度よりも早く，内容

② ものづくりに係わる競技大会を ② ものづくりコンテストで， 定試験では全員受験で約90 （所見） とができている。そのた をすべて履修しないま
目標に積極的に取り組む。 県予選突破し，四国大会に進 ％の合格を達成することが 取組の成果が め，理解が十分でない生 ま，資格試験に臨まなけ

出する。 できた。 上り，この状態 徒に対する指導が容易と ればならない状況もある
② 県大会では準優勝をし を維持していき なり，確実な知識の習得 が，今後も生徒が積極的
四国大会の出場権を獲得す たい。 につながっている。 に挑戦できるように取り
ることができた。 組んでいきたい。

（活動計画の実施状況） ② 製作予算の確保をして
授業や実習において取り いく必要を感じている。
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組むことができている。

・総合デザインコース ・総合デザインコース ・総合デザインコース ・総合ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ ・総合デザインコース ・総合デザインコース
① 有益な資格を取得させ，検定合 ① レタリング70％以上，トレ （評価指標による達成度） （達成度） 実技検定であるレタリ ① 資格については，今後
格率向上を目指す。 ース80％以上，色彩検定60％ ① レタリングは63％，トレ Ｂ ング，トレース検定は実 も継続して，各検定の最

以上の合格率を目指す。 ース62％，色彩検定64％,2 （所見） 習時だけでなく，放課後 上位を目指していきた
② 資格取得を奨励し，資格補習 ② 補習に積極的に参加させ 級建築施工管理技術検定試 目標とする合 や家庭での学習で成果を い。
を積極的に実施する。 る。 験は80％の合格率であった。 格率を下回った 上げてきたが，より効果 ② 積極的な資格補習への

③ デザイン分野の各種コンクール ③ 課題研究の作品を各種コン ② 色彩検定や危険物の補習 検定があったも 的な補習を行いたい。 参加を促したい。
に出品し，入賞を目指す。 ペに出品し，入賞10以上を目 については早朝に行い，100 のの,2級建築施 色彩検定，危険物の補 ③ 各種コンペに今後も継

指す。 ％に近い出席率であった。 工管理技術検定 習については早朝補習を 続して出品していきた
（活動計画の実施状況） 試験に挑戦し高 計画的に行うことにより， い。

四国照明デザインコンテ い合格率であっ 成果を上げてきた。
ストで最優秀賞など上位独 た。また,色彩
占，全国高校デザイン選手 検定1級に2名が
権では審査員特別賞を受賞 合格した。
した。

・海洋科学コース ・海洋科学コース ・海洋科学コース ・海洋科学コース ・海洋科学コース ・海洋科学コース
① １年生で基本的なロープワーク ① 基本的な５種類のロープワ ・海洋総合コース ・海洋総合コース ・海洋総合コース ・海洋総合コース
を身につけさせる。 ークを習得している生徒の割 （評価指標による達成度） （達成度） ① 実習内で繰り返し練習 ① 身につけたロープワー

合90%以上を目指す。 ① 概ね達成することができ Ｂ を行うことでロープワー クの技術を乗船実習や漁
② 四国地区の水産系高校の生徒研 ② 四国大会で最優秀賞をと た。 （所見） クの技術を身につけるこ 業実習の場面で実践させ
究発表会や意見体験発表会および り，全国大会出場を目指す。 ② 目標を達成することがで ① 繰り返し技術 とができた。 ていきたい。
ＳＳＨ生徒発表会に参加する。 きなかった。 の定着に取り組 ② 発表会に向けて研究や ② 動画発表における効果

③ 海洋系の各種検定に積極的に取 ③ 「水産海洋技術検定」「漁 ③ 概ね達成することができ んだ成果が現れ 発表練習に取り組むこと 的なプレゼンテーション
り組む。 業技術検定」「海洋情報技術 た。 た。 でプレゼンテーション能 の方法について検討し，

検定」の合格率90%以上を目 ② 生徒の研究の 力が向上した。 指導方法を改善していき
・海洋総合コース 指す。 （活動計画の実施状況） 成果が十分でな ③ 各検定は授業内容とも たい。
① 専門分野への理解と学習意欲向 ① 基本的な５種類のロープ い状態での発表 密接に関係している内容 ③ 冬休みの宿題やClssi
上のため資格取得を奨励し，有益 ・海洋総合コース ワークを習得している生徒 となってしまっ であり，授業で学んだ知 での配信も活用して取り
な資格や検定等の合格を目指す。 ① 係船や漁具製作に必要な基 の割合100% た。 識や実習で身につけた技 組んだが，十分成果をあ

礎的な技術の習得率90%以上 ② 生徒研究発表会，意見体 ③ 海洋情報技術 術を定着させるよい機会 げることができなかっ
を目指す。 験発表会ともに全国大会出 検定については となった。 た。模擬試験を充実させ

② 「水産海洋技術検定」の合 場を果たすことができなか 合格率が低くな て，筆記試験対策に力を
格率90％以上，「漁業技術検 ったが，SSH各種発表会やマ ってしまった。 入れていきたい。
定」・｢２級栽培漁業技術検 リンチャレンジプログラム2
定｣・「海洋情報技術検定」の 022全国大会に参加した。
合格率80%以上を目指す。 ③ 「水産海洋技術検定100%」

「漁業技術検定90%」「海洋
情報技術検定80%」

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

23 家庭・地域等と ① シャトル便の積極的な ① 生徒・保護者・教員相互の関わ ① 体育祭・文化祭関係の四役 （評価指標による達成度） （達成度） 昨年まで本部役員15名 コロナ禍によりＰＴＡ
の連携・貢献 活用を図り，家庭との連 りについて研修を深める。 会への役員の参加90％以上を ① ＰＴＡ四役の参加率は86 Ｂ であったが，21名に増員 活動を縮小してきたた
① 保護者への 携を密にするとともに， 目標にする。 ％であった。 （所見） してＰＴＡ活動を行い Ｐ め，その活動の引継が難
連絡・学校の 生徒の社会規範確立を目 ② ＰＴＡ活動の案内の出欠 参加率につい ＴＡ本部役員間での引継 しくなっているので，Ｐ
情報提供を， 指す。また，ＰＴＡ活動 ② 体育祭や文化祭のＰＴＡ活動に ② ＰＴＡ活動の参加の返事を をClassiと紙との併用としI ては，ＰＴＡ本 がうまくいくようしてい ＴＡ本部役員を増員して
文書とホーム への積極的な参画を進 おける内容の検討と充実を図るた シャトル便からClassi CT化を図った。 部役員を15名か る。この事を通じて，Ｐ の１年であった。ＰＴＡ
ページへのア め，保護者と教員がより めに保護者との連携を密にする に移行し，ＩＣＴ化を図る。 （活動計画の実施状況） ら21名に増員し ＴＡ活動を通して，生徒 四役会での協議内容をよ
ップの両方で 頻繁に意見を交換する機 体育祭・文化祭で保護者 ての数字であ ・保護者・教員相互の連 り，生徒のためにという
行う。 会の充実に努める。 の要望をもとに学校との連 る。また，ClＡ 携を深めていきたい。 視点で，生徒・保護者・

（企画部・総務課） 携ができた。また，予餞会 ssiだけでの案 教員相互の連携を図れる
（企画部・企画広報課） やSSH活動では，学校からの 内は難しいと感 ようＰＴＡ四役会で協議

要望をＰＴＡに伝え連携が じた。 できるようしていきた
図れた。 い。

24 ② 中学校関係 ② ホームページや中学生 ① 広報内容を吟味し，速やかな情 ① 学校ホームページの更新回 （評価指標による達成度） （達成度） ① オープンスクールの参 広報活動については，
者への学校紹 体験入学，中学校訪問等 報発信を行う。 数を月３回以上とする。また, 新型コロナウイルス感染 Ａ 加者の98％から高い評価 コロナ禍でも効果的な方
介イベントの を通して，本校の教育内 （企画部・企画広報課） 緊急連絡についてホームペー 防止のため，中学生体験入 （所見） を得ることができた。徳 法を考える必要がある。
年間スケジュ 容・教育活動についての ジを活用しすみやかに全関係 学を中止したが，オープン ホームページ 島科学技術高校の広報と
ールを積極的 広報活動を積極的に実施 ② 中学校を訪問し，本校の教育内 者に周知できるようにする。 スクールは，中学３年生限 を定期的に更新 いう点では当初の目的を



- 11 -

に広報する。 する。 容・教育活動について説明し，中 定で実施した。 することで，閲 達成できた。
（企画部・企画広報課） 学校教職員に本校について理解し ② 本校単独学校説明会を実施 （活動計画の実施状況） 覧数が増加し ② 本校の取組が直接中学

てもらう。 する。 ４月から１月までの更新 た。 生に理解され大変有効で
（企画部・企画広報課） ４月13回，５月18回， あった。

６月20回，７月 9回，
８月 7回，９月16回，
10月13回，11月18回，
12月34回，１月21回
合計185回(昨年度186回）


